
北海道教育大学函館校の田中と申します。

本日は、持続可能な未来と環境教育というテーマで話
題提供させていただきます。

環境教育には、研究者と対等に渡り合って、研究者の
仕事に厳しい要求ができるような

ステークホールダーとなれる賢い市民を育てる大切な
任務があります。

このような自立した現代的な市民が獲得すべき「環境リ
テラシー」、「環境問題リテラシー」

のような考え方についてお話ししたいと考えます。
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2011年に東大出版会から刊行された『サステイナビリ

ティー学』のなかで、小宮山・竹内先生は、いま私たち
が追求しようとしているグローバル・サステイナビリ
ティーを達成する道筋において、３つの要素、

知識のイノベーション、社会変革、科学・技術のイノベー
ションが欠かせないこと、

さらに知識のイノベーションにとって、統合解析システム
のような「知の構造化」が必要であることを述べておりま
す。
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そのような「知の構造化」において、グローバル・サステ
イナビリティーを達成し、非持続性の根源となる環境問
題解決に役立つ問題解決的ループの条件として、

個々の専門分野の定量化可能な基準と指標を組み合
わせながら、現象解明と問題解決を同時追求する予防
的なアプローチ、

さらに、そのような研究と実践過程において研究者、産
業界、市民社会の連携が重要であること、

とりわけ、教育の分野では、持続可能な未来を選び
取っていくリーダーシップを発揮する人材の育成、その
ための普遍性と特異性の両面に配慮した教育プログラ
ムの必要性が強調されています。
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4

そこで、私はいま求められている条件にかなうような環境問題の解決
と予防のためのループを考えてみました。

ここでは、地球という惑星全体を、人間システム、社会システム、地球
システムと階層構造的にとらえ、

人間個人の活動が社会活動を構成し、その社会活動が本来の地球
自然を改変し、人類にとって新しく変化した自然環境を構成する。

この新たに変化した自然環境が人間社会に否定的な影響を与えるこ
と、これが「環境問題」の発生です。

その環境問題による被害は、最初に原因をつくった個人とは利害の
異なる個人に被害を及ぼすようになります。

この図の（右側部分）だけを捉えると、環境問題は人類と自然の相互
作用、つまり自然科学的な問題であり、

科学・技術の進歩によって賢明な自然の利用方法が開発できれば解
決できる問題と考えられます。

一方、環境問題の（左側部分）も含めて捉えると、環境問題は自然の
改変を媒介とする人間Aと人間Bの対立、

加害と被害の社会関係と考えられ、裁判や政治による社会システム
の変革によって相互に対立する社会関係を解消できると考えられま
す。



ただし、ここで留意すべきことは、環境問題の加害・被害関係はしばし
ば逆転することがある点が恐ろしいところです。
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5

先ほどの環境問題の解決と予防のためのループを応用すれば、環
境科学研究を６つに分類することができます。

まず、人間システムから地球システムまでの作用に関する研究を「上
流側」、逆に地球システムから人間システムへの反作用に関する研
究を「下流側」と区別することができます。

さらに、左の矢印で示したStageⅠでは、「個人の行動が環境負荷と
なる社会活動にどう結びつくか？」 を課題とする研究、例えば、グ
ローバル経済、消費行動などをテーマとする環境科学がこれらに分
類されます。

StageⅡでは社会活動が地球システムにいかなる影響を及ぼすか？

StageⅢでは地球システムが人類にどのような環境変化をもたらす
か？を追求する研究がテーマとなります。



同様に、「下流研究」にあたる自然から、社会、人間に
向かう反作用において

StageⅣでは、どんな環境変化が人間社会に環境問題
をもたらすか？

StageⅤでは、環境問題が、誰に、どのような不利益を
与えるか？

StageⅥでは、どんな社会システムが環境問題を増幅
させ、被害を固定化させているか？

が研究テーマとなります。

このように環境科学研究は、環境問題の発生に関する
６分野の研究テーマに取組むことで解決の展望を得る
ことができると考えられます。
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さて、環境科学の研究成果をどう環境教育に生かせるか。

さきほどの「上流側」、「下流側」におけるStageⅠからStageⅥ
までの研究成果は、

StageⅠでは「環境倫理教育」、StageⅡでは「環境影響教育」、
StageⅢが「環境メカニズム教育」、StageⅣが「環境改変・防
災教育」、StageⅤが「環境リスク教育」として生かすことができ
ます。

しかしながら、このような個別の教育に取り組むうちに時間切
れ、

◆手遅れになっては元も子もありません。

◆StageⅠからStageⅤを循環しながらStageⅥにつなげる未
来の環境教育として

◆「持続可能な未来のための教育」、いわゆるESD：Education 
for Sustainable Developmentが提起されると考えられます。
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いま「持続可能な未来のための教育」はStageⅠからStageⅥまでを

つなげる教育と申しましたが、そのためには６分野の環境科学研究
の成果が十分準備されている必要があります。

・このヒストグラムは我が国の環境科学の主要な２つの学会の機関
誌に掲載された最近の論文からその研究動向をみたもので、
StageⅠからStageⅥの６分野に分類したものです。

・上が環境情報科学センターの機関誌「環境情報科学」25号2011年
に掲載された80件の論文、下は日本環境学会の機関誌「人間と環
境」に掲載された72件の論文、オレンジ色が東北大震災前、青色が

大震災後のデータです。日本環境学会は公害被害者や市民を会員
に受け入れるなど、社会からの要請を積極的に受け入れるメカニズ
ムをもつ学会であるため、社会の変化に敏感に反応しているのだと
思います。

しかしながら、

◆このように、環境教育で教えることができる内容には大きな偏りが
あります。日本の環境科学研究では圧倒的に上流側の研究が多く、
下流側は少ない。

・最近やや増加しているものの、環境問題解決にすぐに役立つ研究
が少ない。環境科学研究者の関心領域や専門性や環境科学研究
分野の資金配分に大きな偏りがある。
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しかし、逆に研究者の立場から言えば、社会的に要請の高い研究分
野は十分に残されているとも言えます。
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さて、環境教育は本来、どのような学問分野かと言いますと、

◆自然科学、社会科学、家政や医学、倫理や法学などの研究
成果を生かして、

◆科学教育、社会教育、保健教育、道徳教育などを互いにつ
なぎあわせて、

・現代の社会を支える「市民」と、未来の社会を支える「子ども」
に教えることで、学問と市民・子どもを仲立ちするのが

◆「環境教育」の重要な特徴であり、役割です。
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Future Earthプロジェクトにおける環境教育の役割は次のようなものであろ
うと考えております。

◆環境科学の研究者・専門家の方々に、問題解決の目標・展望・対策を要
求すること。

1. 自然のメカニズムとして、地球の自然からみた環境問題の原因と予測

2. 社会メカニズム：個人と社会からみた環境問題の原因と予測

3. 問題の回避：人間・社会・自然が調和する生活と社会システムの提
案

4. 環境目標：人間を含む地球環境保全のための実現可能な目標の提
示

5. 和解と展望：被害者と加害者の対立解消と予防対策の提起

◆一方、市民・子どもに対しては、行動参加の機会保証・組織化を促進
すること。

1. 環境リテラシー：あらゆる職場・家庭・地域で人間・社会・自然が調和
する生活と社会システムづくりに参画できる知識・技能・態度の育成

2. 環境行動：環境目標をめざす行動指針と多様な機会の提供

3. 実践成果：専門家・教育者・実践家とともに環境研究・実践に参画し、環
境目標達成の実績をあげる
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その一方で、研究のための研究に陥らないための注意が必要です。

環境教育の本来の目的は、環境問題の解決と予防を担う人間の育
成にありますが、ESDには批判が無いわけではありません。

・ESDに対して批判的な立場からは、

「ESDが目指す持続性とは何の何のための持続性か」その主語は
何かをめぐって論争があります。

例えば、ESDは現在のような経済開発の継続を許し、地球環境保全
との折り合いを付けるための教育である、ESDはこの10年間、全地
球規模での環境問題の解決に無力であったという批判があります。

◆反対に楽観的、肯定的な立場からは、

ESDは人類の社会経済的発展と地球環境保全の両立を目指すた
めの方策であり、◆その道は必ずあるという考え。

ESDは、まだ始まったばかりであり、成果が出るまでに、

◆もう少し時間がかかるという考えです。

私もそのように思いますが、あまり時間が残されていないことは確か
であり、現在と同等の経済開発を継続するならば、その時間がいっ
そう短くなるように思われます。
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これは、現在における我が国の環境教育およびESDの主な拠点を示していま
す。

・国際ESD推進拠点として、

日本ユネスコ国内委員会が、国連・ESDのための10年に取組み、ユネスコ・ア
ジア文化センターは、アジア太平洋地域ESD事業を担っています。

•環境教育 & ESD研究実践拠点として、

東京学芸大学では：GLOBE Program Japan 東京を中心に全国に観測拠点を
設けて、水・大気・土壌・生物を長期観測しています。

三重大学の環境管理推進センターは世界一の環境先進大学をめざしていま
す。

中部大学では、国際ESDセンター

立教大学では、ESD研究所

宮城教育大学では、環境教育東北コンソーシアムを構成し、国連大学RCE認
証を受け、震災復興支援を活発に行っています。

岩手大学では、大学教育総合センターで環境人材育成のための大学教育プ
ログラム開発を実施しており、

北九州市立大学は大学連携によって、まちなかESDセンターで地域活性化に
取組んでいます。
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◆全ての都道府県・総合大学にEE・ESDの研究・開
発・実践センターを、

時間はあまり残されていない。

ESDの10年を20年に、

これが私どもの強い願いです。
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さて、Future Earth Projectにおける環境教育・ESDの
位置づけはどうか。

一番上のグラフが、今から3年前のGrand Challenges
の要請文書に含まれている主要なキーワードの出現頻
度、

二番目が今回のFuture Earthにおけるキーワードの出
現頻度を表したもので、

一番下がGrand Challengesに対するFuture Earthで
の出現頻度の変化を倍率で示しています。

Future Earthではdata, development, stakeholderの
出現頻度が高まってアンバランスが大きく解消されては
おりますが、

◆「教育Education」の出現率は４倍に増加してはいる
ものの、ESD、environmental education環境教育の出
現はゼロ、まったく触れられておりません。

◆Future EarthにおけるESDと環境教育の位置づけは
まだまだ弱いと言わざるを得ません。
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•私ども北海道教育大学では、

釧路校では本学独自の資格「ＥＳＤプランナー」として、学生と
地域住を対象に、環境教育と地域再活性化を担うファシリテー
ターを養成しています。

•私が所属する函館校では、渡島大沼水質改善プロジェクトを
実施し、地域の協同で青年環境サミット、自然再生事業を展開
しており、かつてアイヌ民族の食料であったヒシという水草で湖
水の浄化を行い、ヒシの実を健康食品やバイオガスエネル
ギー源に利用するなど、地域活性化につなげようと考えていま
す。

◆北海道では釧路、函館から札幌・岩見沢、旭川へとESDの
輪を広げていく予定で、準備はすでにできております。
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私どもが住む北海道には美しい自然がまだ残されています。

数百年間以上もの歴史をもつ湿地に生育する食虫植物のモウ
センゴケ、貴婦人のようなジュンサイの花、我が国最大の淡水
魚イトウ、私が釣ったヤマメ、左下はヒグマの足跡です。美しく
て、思わず写真に撮りました。

人間と社会、自然が調和する生活と社会は美しくなければなら
ないと思います。北海道のこのような美しい自然環境も温暖化
によって消失していくことになるでしょう。時間はあまり残されて
おりません。
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ぜひ北海道へ、日本で一番新しいラムサール登録湿地、渡島
大沼へぜひお越し下さい。お待ちしております。

ご清聴ありがとうございました。
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